
10：00～17：00

講座のねらい
・ビジネスの場面に限定した、わかりやすく的確で正しい「文章」の書き方を身につける
・文の要素、主語と述語の関係、修飾語、接続語の使い方そして敬語など、「文章」を書くための
表現スキルを学ぶ
・「文章力」を身につけることで、仕事上のコミュニケーションが円滑になることを確認する

定員50名
（先着順）

学校法人産業能率大学 総合研究所
兼任講師 田中 路子 氏

【主な研修テーマ】
◆コミュニケーション研修
◆ハラスメント防止研修
◆キャリア・デザイン研修
◆アサーションスキル研修
◆カウンセリングマインド研修

【実績】
講師の他にも、公認心理士や社会福祉士、
精神保健福祉士などの資格を取得。

講 師 紹 介

・叱り方がわからない方
・つい感情的になってしまう方
・自分のイライラに上手に付き合いたい方

◆ねらい
1 職場のメンタルヘルス対策における管理・監督者の役割
を正しく理解する

2 メンタルヘルスに関する知識と不調者対応のスキルを習
得する

3 ストレスが組織運営に及ぼす影響を知り、職場を活性化
させるマネジメントスキルを習得する

◆講義内容
1 オリエンテーション
2 組織におけるメンタルヘルス対策の意義と重要性
3 ラインケアによる～１次予防～
4 メンタルヘルスの不調を抱えた場合にの職場運営
5 ラインによるケア～２次予防～
6 まとめと質疑応答

※詳細は右記カリキュラムをご覧ください。

株式会社青森原燃テクノロジーセンター

〒039-2664
青森県上北郡東北町字乙供58番地

TEL 0175-63-4680（平日8:40 ～ 17:20)
FAX 0175-63-4681

会場および問合せ

講 義 内 容

こんな方におすす
め

ラインケアセミナー

こんな方におすす
め

・叱り方がわからない方
・つい感情的になってしまう方
・自分のイライラに上手に付き合いたい
方

こんな方におすす
め

周囲の「いつもと違う」に早く気付こう！

働きやすい職場環境作りへの第１歩を一緒に学びましょう。

【お申込方法】
◆ ホームページからのお申込み

http://www.agtcinc.co.jp

青森原燃 検索

株式会社青森原燃テクノロジーセンター ～地域に開かれた研修施設～

2025年１１月11日 10:00～17:00

申込締切： 2025年1０月7日まで

受講料金： 11,000円（税込）

http://www.agtcinc.co.jp/


時間 内 容

10:00

17:00

1 オリエンテーション
研修のねらい / スケジュール

2 組織におけるメンタルヘルス対策の意義と重要性
・職場におけるメンタルヘルスの現状と影響
・リスクマネジメントとしてのメンタルヘルス

3 ラインケアによる～１次予防～
・職場におけるメンタルヘルスの対策のプロセス
・職場の環境改善のポイントと具体的な進め方

4 メンタルヘルスの不調を抱えた場合の職場運営
・部下のストレスに気づく
・職場の生産性を高めるマネジメント

5 ラインによるケア～２次予防～
・部下のストレスに気づく
・メンタルヘルス不調者への対応
・ケーススタディ～ロールプレイング～

6 まとめと質疑応答

・ホームページからのお申込み、または裏面申込用紙に必要事項を記入のうえ青森原燃テクノロジーセンターまで
FAXをお願いいたします。
・本セミナーは日本原燃主催研修の空き枠を活用した研修となります。実施日の約1ヵ月前を目安に開催・受付可
否を決定し、事前にお申込みいただいた皆さまへご連絡いたします。

お申し込み方法

「ラインケア」とは、厚生労働省が2006年に発表した「労働者の心の健康の保持増進のための
指針」で、職場におけるメンタルヘルスケアを推進するために設定した「4つのケア」のうちの1つ
です。具体的には、管理職が部下の「心の健康」をケアするために、相談対応や職場環境改善な
どに取り組むことをいいます。
メンタルヘルス不調を予防するポイントは、部下の「いつもと違う」様子に少しでも早く気付くこ
とですが、それができるのは上司の皆さんです。本研修で、効果的なラインケアのポイントを一
緒に学びましょう。

・日常業務のなかで、気を付けるべきことに気づいた。

・今までは何気なく行ってきたことも、周囲には誤ったメッセージになっていることもあるかもし
れないことに気づいた。

・部下のケアを行うためにも、自分自身のメンタルが大切だと理解した。

講師からの声

カリキュラム

受講者からの声

株式会社青森原燃テクノロジーセンター ～地域に開かれた研修施設～

おすすめの方

・職場のメンタルヘルスケアを推進したい方
・職場を活性化させたい方
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